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栗東に新しく作業所ができました！！栗東に新しく作業所ができました！！

“おもや”“おもや”ですです
こと

栗東 　 　 　ことあ ん な
こん な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23年４月１日、栗東の霊仙寺に新しい作業所「おもや」
が誕生しました。おもやはＮＰＯ法人縁活が運営しています。朝の「おはよう」
からはじまり、一杯のお茶を飲み「さあーいこう！」と畑へ向かう。土に触れ、
汗をかいて、時には野菜をそのまま味見、お昼になるとお弁当。晴れていれば畑
で食べることも。一服すればもうひと仕事。また汗をかき、陽が傾けばおもやへ
帰る。一杯のお茶を飲み、「お疲れさま」とお互いをねぎらい、おもやの一日が
終わります。土にふれ、水をやり、土を運び、暑く、寒く厳しい作業です。まる
で人生のよう。福祉の業種も同じように思います。その人の持っている良さ（ス
トレングス）を見つけ、日々水をあげるように応援

する。結果はなかなか見えません。「障がい者の方々と一緒に農業をして汗を流したい！
農業をすることは生きること。そんな作業所にしたい！」そんなことを言っていると多
くの方々に協力をいただきました。
　「この作業所が福祉分野と農業分野の架け橋になり農業をしたい方々が携われるきっ
かけになればいいのになぁ～」とスタッフは日々考えています。おもやは栗東で立ち上が
りました。自分たちで作った野菜を販売し、地元の方々に買ってもらうことをコンセプ
トとしておもやはいちじくや野菜の販売をはじめ、新鮮はもちろん安全な商品を栗東か
らたくさん発信していきます。まずはＭＡＤＥ　ＩＮ　ＲＩＴＴＯのお野菜をぜひご賞味
ください。（現在ＪＡ田舎の元気や、栗東金勝市場、こびらい朝市などで販売しています）

　春の日差しが暖かく、しかし時おり雪も舞っていた井上の「こんこん山」
にて、３月27日（日）、スプリングホリデー2011が行われました。
　障がいのある子どもたちが余暇を有意義に楽しく過ごせるようにと、いろ
いろなプログラムを企画し、実施している事業です。今回は「こんこん山」
で子どもたちとボランティアのサポーターが一緒にしいたけの菌うちをし、
木の楽器づくりをおこないました。
　お昼には子どもたち自らがのばしたナンを山の石窯で焼き、ボランティア

さん手作りのおいしいカレーとともにおなかいっぱい食べました。そして、
午後には音楽劇団「てんてこ」代表の河合正雄さんの指導による手作り楽器
での合奏。いろいろな高さの竹楽器の音とリズムが美しく重なりあって山に
響きました。
　自然いっぱいの「こんこん山」でいっぱい活動し、有意義な時間を過ごし
た子どもたち。こんどはサマーホリデーで元気に会いましょうね！

～栗東市スプリングホリデー2011～

こんにちは !!

作業所です♪

おいしいしいたけになぁれ！

みんなで合奏♪

社協シンボルマーク
2011.5.1
No.195

～あなたと私をつなぐ心の福祉～
編集・発行　栗東市社会福祉協議会
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１
．
基
本
方
針

１
．
基
本
方
針

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
法
第
109
条
に
お
い
て
、「
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
団
体
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
だ
れ
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
く
公
共
性
の
高
い
民
間
の
自
主
的
な
団
体
で
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
栗
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、「
社
協
」
と
い
う
。）
は
、
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉

の
推
進
を
図
る
た
め
、
住
民
自
治
活
動
の
支
援
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
の
委
託
事
業
を
通
じ
て
人
的
・
物
的
諸
条

件
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
12
年
４
月
よ
り
、
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
自

主
運
営
と
変
遷
し
て
い
く
過
程
で
、
効
率
的
・
効
果
的
経
営
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
共
に
、
平
成

16
年
度
か
ら
は
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
、
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
に
続
き
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や

す
ら
ぎ
の
家
、
ゆ
う
あ
い
の
家
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
市
内
９
学
区
の
学
童
保
育
所
に
つ
い
て
も
当
該
制

度
の
下
で
社
協
が
運
営
を
担
い
、
利
用
拡
大
と
効
率
的
運
営
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
推
移
の
中
、
好
転
の
兆
し
が
あ
る
と
は
い
え
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
情

勢
の
低
迷
、
そ
れ
が
影
響
を
及
ぼ
す
県
・
市
に
お
け
る
緊
縮
財
政
と
併
せ
て
、
全
国
的
に
社
協
の
財
政
状

況
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
経
費
の
縮
減
と
と
も
に
職
員
の
意
識
改
革
が

求
め
ら
れ
、解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、社
協
が
民
間
の
自
主
的
な
組
織
と
し
て
自
立
し
た
、

な
お
、
一
層
の
積
極
的
戦
略
、
財
政
を
含
め
た
中
長
期
的
な
指
針
を
打
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
本
市
に
お
い
て
は
、「（
新
）
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
、
更
な
る
財
政
改
革
が

今
後
進
め
ら
れ
る
中
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
も
急
務
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
の
社
会
的
背
景
・
経
済
情
勢
は
、
誰
も
が
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
」

と
い
う
願
い
の
中
、
依
然
と
し
て
住
民
生
活
や
雇
用
情
勢
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
従
来
か

ら
の
少
子
高
齢
化
、
地
域
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
の
生
活
課
題
と
併
せ
て
、
多
様
化
す
る
社

会
課
題
に
対
し
て
、
生
活
支
援
や
地
域
社
会
で
の
支
え
合
い
の
構
築
な
ど
、
社
協
と
し
て
も
ニ
ー

ズ
へ
の
適
切
な
対
応
・
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

社
協
は
、
地
域
福
祉
の
主
体
と
し
て
住
民
や
団
体
・
組
織
の
参
加
と
協
力
に
よ
り
、
社
会
福
祉

政
策
の
動
向
に
即
し
た
事
業
・
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
下
、

今
後
さ
ら
に
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

の
策
定
に
着
手
し
、
策
定
委
員
会
・
作
業
委
員
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
の
開
催
と
と
も
に
、
地
域

振
興
協
議
会
や
関
係
団
体
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
状
況
や
課
題
の
把
握
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
初
頭
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
最
終
ま
と
め
を
行
い
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
、
地
域
福
祉
活
動
の
実
践
や
、
更
な
る
課
題
の
把
握
と
、
解

決
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
等
を
検
証
し
、
民
間
の
自
主
的
な
福
祉

活
動
の
中
核
と
し
て
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
児
童
委

員
な
ど
地
域
福
祉
に
関
わ
る
人
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
強
め
、

各
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
重
点
目
標

２
．
重
点
目
標

（
１
）
組
織
管
理
体
制
の
強
化

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

（
３
）
介
護
保
険
事
業
等
の
実
施

（
４
）
介
護
予
防
関
連
事
業
の
実
施

３
．
具
体
的
推
進
事
業

３
．
具
体
的
推
進
事
業

（
１
）
会
務
の
運
営

　
　
　

社
協
組
織
体
制
や
人
材
育
成
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節
減
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業

　
　

を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

〇
理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
事
会
・
三
役
会
等
役
員
会
の
定
期
開
催

　
　
　

○
第
三
者
委
員
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
・
苦
情
受
付

　
　
　

○
各
課
（
総
務
課
・
地
域
福
祉
課
・
事
業
課
）
に
よ
る
役
割
分
担
と
情
報
共
有
の
た
め
の
各
会
議
、

　
　
　
　

協
議
の
場
の
定
期
開
催

　
　
　

●
職
員
に
よ
る
テ
ー
マ
別
部
会
「
在
り
方
検
討
チ
ー
ム
」（
総
務
・
指
定
管
理
・
介
護
保
険
・
地

　
　
　
　

域
福
祉
等
の
各
部
門
）
に
よ
る
協
議

　
　
　

○
人
事
労
務
管
理
体
制
の
強
化

　
　
　

○
経
理
管
理
体
制
の
強
化

　
　
　

○
適
正
な
収
入
の
確
保
と
経
費
の
削
減

　
　
　

○
人
材
育
成
研
修
の
実
施

　
　
　

○
同
和
問
題
、
人
権
に
関
す
る
学
習
会
の
開
催
及
び
研
修
会
へ
の
参
加

　
　
　

○
I
S
O
1
4
0
0
1
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
遵
守

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　
　

①
小
地
域
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
」

　
　
　

の
支
援

　
　
　

○
小
地
域
を
拠
点
に
実
施
さ
れ
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
や
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活

　
　
　
　

動
」
等
の
相
談
・
支
援

　
　
　

○
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
」
へ
の
備
品
貸
出

　
　
　

○
ふ
れ
あ
い
出
前
講
座
の
実
施

　
　

②
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
ま
と
め
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
・
検
討
。

　
　
　

〇
計
画
ま
と
め
に
む
け
て
の
課
内
協
議

　
　
　

〇
策
定
委
員
会
・
作
業
部
会
の
開
催
、
協
議

　
　
　

○
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議
の
開
催

　
　
　

○
計
画
の
ま
と
め
に
基
づ
い
た
地
域
福
祉
の
推
進
検
討
・
実
践
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③
各
種
団
体
等
の
連
携
に
よ
る
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　
　
　

〇
地
域
振
興
協
議
会
福
祉
部
会
と
の
連
携

　
　
　

〇
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の
連
携

　
　
　

〇
地
域
懇
談
会
の
開
催

　
　
　

〇
当
事
者
組
織
活
動
の
支
援

　
　
　

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養
成

　
　
　

〇
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働
事
業
の
実
施

（
３
）
介
護
予
防
事
業
の
実
施

　
　

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

〇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
健
康
・
予
防
指
導
お
よ
び
介
護
予
防
指
導

　
　
　

〇
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
機
能
訓
練
等
の
実
施

　
　
　

〇
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
」
の
相
談
・
支
援 （
再
掲
）

（
４
）
介
護
保
険
事
業
・
障
害
者
支
援
事
業
の
実
施

　
　
　

学
区
単
位
で
の
効
率
的
・
効
果
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
す
る
た
め
に
、
通

　
　

所
介
護
事
業
等
を
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
拠
点
を
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

〇
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
　
　

〇
訪
問
介
護
事
業
・
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業

　
　
　

〇
通
所
介
護
事
業
・
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業

　
　
　

〇
居
宅
介
護
事
業

　
　
　

●
身
体
・
知
的
障
が
い
者
（
児
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
５
）
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

　
　
　

誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
要
援
護
者
に
対
し
在
宅
福
祉
サ
ー

　
　

ビ
ス
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

〇
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　

〇
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

　
　
　

〇
在
宅
介
護
用
品
・
用
具
に
関
す
る
相
談
、
貸
し
出
し

（
６
）
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
実
施

　
　
　

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を
対
象
に
、

　
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
や
、利
用
料
の
支
払
い
、日
常
的
な
金
銭
管
理
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

（
７
）
相
談
機
能
の
充
実

　
　
　

住
民
が
直
面
し
て
い
る
各
種
相
談
・
生
活
課
題
に
適
宜
応
え
て
い
く
た
め
に
、
相
談
体
制
の
充
実

　
　

を
図
り
ま
す
。

　
　
　

〇
総
合
相
談
事
業
の
実
施

　
　
　

〇
各
種
福
祉
資
金
貸
付
の
相
談
・
受
付

（
８
）
住
民
啓
発
・
情
報
提
供
の
推
進

　
　
　

地
域
福
祉
活
動
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
活
力
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

　
　

り
に
寄
与
し
ま
す
。

　
　
　

〇
広
報
紙
の
発
行

　
　
　

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
の
充
実

　
　
　

○
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

（
９
）
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
（
や
す
ら
ぎ
の
家
・
ゆ
う
あ
い
の
家
・
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
、
地
域

　
　

福
祉
充
実
の
一
環
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
　
　

〇
高
齢
者
の
教
養
の
向
上
と
生
き
が
い
を
も
っ
て
明
る
く
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
学
習

　
　
　
　

や
教
養
を
高
め
る
事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
自
主
活
動
ク
ラ
ブ
の
組
織
化
を
推
進
し
、
高
齢

　
　
　
　

者
の
自
立
し
た
活
動
を
支
援
し
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
の
企
画
・
運
営
に
参
画
し
て
も
ら

　
　
　
　

い
、
生
き
が
い
活
動
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

〇
世
代
間
交
流
事
業
の
実
施

　
　
　

〇
介
護
予
防
事
業
の
実
施

　
　
　

○
地
域
懇
談
会
・
ふ
れ
あ
い
出
前
講
座
等
の
開
催

　
　
　

〇
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
」
へ
の
支
援

　
　
　

〇
各
種
会
合
等
貸
し
館
業
務

　
　
　

〇
巡
回
バ
ス
の
運
行

　
　
　

○
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

（
10
）
学
童
保
育
所
事
業

　
　
　

放
課
後
に
保
護
者
の
監
護
が
受
け
ら
れ
な
い
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
に
対
し
、
家
庭
に
代

　
　

わ
る
生
活
の
場
を
確
保
し
、
適
切
な
遊
び
や
指
導
を
行
い
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
　
　

〇
学
童
保
育
所
10
ヵ
所
の
運
営
管
理

　
　
　

〇
自
主
的
事
業
の
実
施

　
　
　

●
次
年
度
以
降
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
の
検
討

（
11
）
活
動
財
源
の
拡
充

　
　
　

○
社
協
会
費
（
一
般
会
費
・
賛
助
会
費
）
の
加
入
依
頼
（
社
協
会
員
意
識
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

　
　
　
　

自
治
会
組
織
へ
の
浸
透
と
各
種
関
係
機
関
・
団
体
等
へ
の
協
力
依
頼
と
住
民
へ
の
啓
発
）

　
　
　

○
善
意
銀
行
事
業
（
寄
付
金
・
物
品
等
、
善
意
を
お
預
か
り
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
）

　
　
　

○
福
祉
基
金
の
運
用
検
討

（
12
）
そ
の
他
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
活
動

　
　
　

○
共
同
募
金
運
動
の
推
進
（
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
）

お知らせ

します



平成23年度　栗東市社会福祉協議会　予算平成23年度　栗東市社会福祉協議会　予算

支出合計
594,540,000 円

収入合計
594,540,000 円

支  出収  入

会費
7,575,000円
寄付金
730,000円

補助金
29,811,000円

受託金
163,082,000円

事業
75,705,000円

共同募金配分金
5,950,000円

貸付事業
0円

介護保険
174,252,000円

自立支援費
6,994,000円

利用料
3,901,000円

雑収入
1,263,000円

利息
357,000円

経理区分間繰入金
65,996,000円

前年度繰越金
58,924,000円

人件費
353,908,000円

事務費
26,720,000円

事業費
78,181,000円

貸付事業費等
1,035,000円

助成金
7,586,000円

負担金
2,000,000円

経理区分間繰入金
65,996,000円

備品取得
1,247,000円

積立預金積立
46,402,000円

退職共済預け金
11,465,000円

支出合計 594,540,000円

経理区分ごとの支出内訳経理区分ごとの支出内訳経理区分ごとの支出内訳

心配ごと相談事業
398,000円

法人運営事業
100,603,000円

共同募金配分金事業
6,787,000円

善意銀行事業
1,483,000円

小口福祉資金貸付事業
1,041,000円
老人福祉センターやすらぎの家事業
24,133,000円

老人福祉センターゆうあいの家事業
24,846,000円

老人福祉センターなごやか事業
12,794,000円

ひだまりの家生きがいデイサービス事業
17,935,000円

居宅介護支援事業所なごやか
19,300,000円
訪問介護事業
13,479,000円通所介護事業やすらぎ

53,278,000円
通所介護事業ゆうあい
63,034,000円

通所介護事業なごやか
65,855,000円

退職共済積立金
11,465,000円

学童保育所事業
147,160,000円

身体障害者
デイサービス事業
20,390,000円

居宅介護事業
10,559,000円

4
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第第
3838
回　

栗
東
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

回　

栗
東
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

　

２
月
26
日（
土
）、
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
38
回
栗
東
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
０
名

あ
ま
り
の
み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
「
福
祉
の
ま
ち
栗
東
」
の
実
現
に
む
け
た
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
（
順
不
同
、敬
称
略
）

〈
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
〉

●
社
会
福
祉
功
労
者
（
表
彰
状
）

　

長
年
に
亘
り
、
各
団
体
の
組
織
運
営
と
発

展
に
活
躍
さ
れ
る
と
共
に
、
社
会
福
祉
の
高

揚
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

奥
村
美
代
子
（
岡
）

今
村　

文
子
（
坊
袋
）

寺
田　
　

茂
（
上
鈎
）

林　
　

文
江
（
下
戸
山
）

茅
島　

康
彦
（
安
養
寺
）

加
藤　

嘉
郎
（
安
養
寺
）

中
村
美
尾
枝
（
小
柿
）

上
籔
ひ
ろ
子
（
中
沢
）

稻
田　

礼
子
（
中
沢
）

中
野
千
恵
子
（
上
砥
山
）

三
木
登
代
子
（
荒
張
）

山
本　

か
ず
（
井
上
）

厚
別　

良
江
（
川
辺
）

髙
山　

優
子
（
御
園
）

小
林　

幸
子
（
六
地
蔵
）

田
中　

義
信
（
上
砥
山
）

田
中
千
代
子
（
辻
）

寺
田　

靖
代
（
辻
）

奥
村　
　

猛
（
高
野
）

辻
井　

又
一
（
蜂
屋
）

古
川
ま
ち
子
（
綣
）

梅
景　

芳
江
（
綣
）

川
端　

幼
子
（
北
中
小
路
）

地
面　

健
吾
（
霊
仙
寺
）

蔵
之
下
明
美
（
御
園
）

髙
瀨
眞
紀
子
（
六
地
蔵
）

社
納　

久
子
（
荒
張
）

中
井
恵
美
子
（
蜂
屋
）

山
本　

議
照
（
林
）

佐
野　

徹
雄
（
上
砥
山
）

　

長
年
に
亘
り
、
病
床
に
臥
す
親
族
の
介
護

と
孝
養
を
続
け
ら
れ
、
在
宅
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

林　

真
由
美
（
小
野
）

●
優
良
福
祉
団
体
（
表
彰
状
）

　

長
年
に
亘
り
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
実
施

さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。ス

マ
イ
ル
グ
ル
ー
プ

葉
山
東
福
祉
の
会

蜂
屋
老
人
ク
ラ
ブ
老
楽
会

●
社
会
福
祉
協
助
者
（
感
謝
状
）

　

栗
東
市
善
意
銀
行
に
多
額
の
浄
財
を
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。（
10
万
円
以
上
）

山
口
和
浩
（
御
園
）

㈲
三
王
都
市
開
発
（
草
津
市
）

井
上
昌
美
（
小
野
）

太
田
孫
司
（
出
庭
）

治
田
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
小
柿
）

大
宝
学
区
地
域
振
興
協
議
会
（
綣
）

㈲
イ
ン
テ
リ
ア
ハ
ウ
ス
ナ
カ
ム
ラ
（
下
鈎
）

㈱
湖
光
ケ
ア
事
業
部

ダ
ス
キ
ン
ヘ
ル
ス
レ
ン
ト
栗
東
（
手
原
）

〈
滋
賀
県
共
同
募
金
会
栗
東
市

　
　
　
　
　

共
同
募
金
委
員
会
会
長
表
彰
〉

●
共
同
募
金
協
助
者
（
感
謝
状
）

　

共
同
募
金
運
動
・
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

に
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
10
万
円
以
上
）

社
団
法
人
日
本
調
教
師
会
関
西
本
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
御
園
）

オ
イ
レ
ス
工
業
㈱
（
出
庭
）

㈱
古
林
製
作
所
（
小
平
井
）

栗
東
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
安
養
寺
）

琵
琶
湖
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
親
睦
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
御
園
）

中
央
競
馬
関
西
労
働
組
合
（
御
園
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
栗
東
第
８
団

大
宝
佛
教
同
心
会

福祉
活動パネル展示

パネ
ルディ

スカッション

座

☆ポ
ップ
コーンＳのダンス披露 　今回の社会福祉大会では式典の他に、市内で福祉活動をされている団体

や作業所の活動紹介をパネル展示させていただきました。また、ダンスス
テージでは「座☆ポップコーンＳ」のみなさんが素敵なダンスを披露、そし
てパネルディスカッションではパネラーの杉本貞夫さん、中山みち代さん、
内藤貞男さん、武田真治さん、コーディネーターの猪飼立子さんが会場の
みなさんとともに『「栗東市地域福祉活動計画」策定を前に“わたしたちの
地域の将来のために、今わたしたちができること”』と題して熱い議論が交
わされました。
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－サロンボランティア研修会　回想法を学ぼう－－サロンボランティア研修会　回想法を学ぼう－

レレクリエーション等の備品を貸し出しますクリエーション等の備品を貸し出します

回想法でいきいきと！回想法でいきいきと！

　昔の思い出を語り合うことによって高齢者の活力を引き出す回想法。
いま、脳を活性化する方法として注目されています。
　この回想法を地域でおこなわれているサロン等に活かしていただこ
うと、３月 10日（木）に、サロンボランティア研修会を開催しました。
地域でサロンをおこなっている方、これから活動したいという方、市
内から 40名あまりの参加がありました。講師に高島市サロンリーダー
の長谷川綾子さん、高島市社協地域支援課の杉本学士さんをお招きし、
回想法の方法やその効果について学習し、実際にみんなで体験してみ
ました。

　「春よこい」「春がきた」などの歌を歌い、
その歌詞にあることばに「回想」が隠れて
いること、昔の道具を見て、「何に使うの？」
と話に花を咲かせ、忘れていた思い出に浸
ることで元気が生まれることなど、多くの
ことを学びました。
　参加された方からは「感動した」「大変
楽しいひとときを過ごせた」などといった
感想が寄せられ、これからの活動に回想法
をぜひ活かしていただけたらと思います。

　栗東市社会福祉協議会では地域でのサロンや福祉活動でお使いいただける
ゲーム等を貸し出します。ぜひご利用ください。

●貸出物品　レクリエーション等でお使いいただけるゲーム（羽根っこゲーム、
　　　　　　唱歌カルタ、お手玉リズム体操＆陣取りマット 他）
●対　　象　栗東市内で地域福祉活動をおこなっている団体等
●貸出期間　5日以内
●利 用 料　無 料
　　　くわしくは、栗東市社会福祉協議会地域福祉課（電話　554-6105）
　　　へお問い合わせください。

羽根っこゲーム 思い出カルタ シャッフル＆ゴルフセット



　このたびの東日本大震災により被害にあわれた方々に、心よりお見舞い申し上げます。本会におきましても、現地に職員
を派遣し、災害ボランティアセンターの運営等で支援をさせていただきました。今後とも復興にむけてできる限りの取り組み
をおこなってまいります。
　また、市民のみなさま方からの義援金の受け付けも引き続きおこなっております。本会にお持ちいただくか、お振り込み等
の場合は中央共同募金会のHPにてご確認ください。 （h t t p : //w w w . a k a i h a n e . o r . j p /）

　栗東市社会福祉協議会（市社協）では、災害時におけるボランティア活動を円滑かつ効果
的に推進するために災害ボランティア登録制度を設けています。
★登録の要件
　栗東市内に在住する方または拠点を有している団体で、災害ボランティア活動に理解と熱
意がある方。
★登録の方法
　「栗東市災害ボランティア登録申込書」に必要事項を記入し、市社協に提出していただきます。
（登録カードは市社協にあります）
★登録ボランティアを対象とした情報提供、研修等
　災害ボランティアとして登録した方及び団体を対象として、
災害ボランティア活動に必要な情報提供、研修等を実施します。
★詳細・お問い合わせは
　栗東市社会福祉協議会　地域福祉課　　TEL：077-554-6105

栗東市災害ボランティア登録制度のお知らせ栗東市災害ボランティア登録制度のお知らせ
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《金銭》
◆栗東中学校　起業体験『栗の花』 ……23,156 円
　中学生の勤労学習　起業体験『栗の花』を開設しての利益
を社会福祉の為に寄付（今年で4回目）

◆匿名……………………………………… 2,000 円
◆栗東市事業所人権教育推進協議会……21,503 円
◆栗東市シルバー人材センター森のちえぶくろう 1,690 円
◆ヤマザキショップ……………………… 1,882 円
◆昭和 60.61 年度農業組合長会 …… 100,994 円
　昭和 60.61 年度農業組合長会　代表　川嶋正清　他 15名
◇一般社会福祉事業寄附
◆葉山幼児園の子どもたち………………56,599 円
◇東北関東大震災義援金として

《物品》
◆匿名……………………………………大豆 120kg
◆匿名………… 風呂敷・タオル・手ぬぐい・毛糸
◇一般社会福祉事業寄附

あたたかい善意をありがとうございました （敬称略）

◆ぼちぼち……………………………お手玉　70個
◇ゆうあいの家へ
（◆は預託者、◇は払い出し）
　　古切手、ベルマーク、ペットボトルキャップ
　　　　　　　　　　　ありがとうございました

・中沢サロン
・コマツ滋賀 ㈱
・今井久子
・ダイハツディーゼル ㈱
・ヤマザキショップ
・石倉文代
・京滋軌道工業 ㈱

・名工建設 ㈱
・岩本軌道 ㈱
・西堀工務店
・いっきゅう会
・コミュニティセンター治田西
・柿木正義
・今井久子

平成23年２月11日～平成23年４月13日

善意銀行だより

ご寄付いただいた折り紙、画用紙を地域でご活用ください！
　毎年大阪ガス株式会社さんより折り紙と画用紙を善意銀行にご
寄付いただいております。
　今回、地域で取り組んでおられるサロン活動や子育てサークル
で活用いただけるように、払い出しをします。
　　１グループにつき　　折り紙（小）　15セット
　　　　　　　　　　　　折り紙（大）　10セット
　　　　　　　　　　　　画用紙　　　  10 セット

　　　　を 30グループに配布いたします。
　希望される団体は、5月16日（月）までに社会福祉協議会地域
福祉課へ電話にて連絡ください。
　希望団体多数の場合は配布数を変更させていただくことがあり
ます。
【連絡先】栗東市社会福祉協議会地域福祉課　電話 554-6105



社会福祉法人　栗東市社会福祉協議会
〒520-3015　滋賀県栗東市安養寺 190（総合福祉保健センター　なごやかセンター内）
◆ TEL　事務局　 総務課　077-554-6125　　地域福祉課　077-554-6105　　

事業課　077-554-6102
◆ FAX　077-554-6106　　◆ホームページ http://www.ritto-shakyo.jp/

各　種　相　談　の　ご　案　内

★場所：総合福祉保健センターなごやかセンター
★上記相談の予約は社会福祉協議会（電話 554-6105）までお問合せください。８時 30分から受付開始。
★住民のみなさまの日常生活上の悩みごとなどのご相談に応じます。
★司法書士相談では、多重債務問題、不動産登記、その他名義変更などのご相談を受けております。
★　 法律相談・司法書士相談では、一つの問題に対しての継続利用および同じ方の複数回ご利用はおことわりします。

☆「栗東ふくし」広告募集☆
「栗東ふくし」に掲載する広告を
募集しております。詳しくは左
記までお問い合わせください。

老人福祉センターからのお知らせ老人福祉センターからのお知らせ

お知らせ伝言板

　栗東市社会福祉協議会では、地域住民誰もが安心して住みなれた地
域で暮らすことができる地域づくりをすすめるお手伝いをしています。
そのひとつとして、みなさまからお寄せいただいた共同募金を活用し、
自治会などが実施する小地域福祉活動に対して助成を行います。
【助成対象】ふれあいサロンなど地域で定期的、継続的に開催されている
　　　　　 活動や地域のネットワーク活動を立ち上げるための経費など
【申請期間】平成23年５月２日（月）～５月31日（火）
【申請方法】助成要綱、助成金額など詳細については社会福祉協議会地域    
　　　　　 福祉課までお問い合わせください。これから立ち上げを考えて
　　　　  おられる方もご相談に応じますのでお気軽にお問合せください。
【問合せ先】栗東市社会福祉協議会
　　　　  　地域福祉課　電話554－6105

　みなさまからお寄せいただいた共同募金を活用し、ボランティア団体
の活動継続のための助成を今年度より実施します。
【助成対象】栗東市内を拠点に活動するボランティアグループの活動経費
　　　　　 （活動場所の利用料、保険代、印刷製本費等）の一部を助成
＊昨年度まで「子育て支援助成」を受けておられた団体も対象とします。
【申請期間】平成23年５月２日（月）～５月31日（火）
【申請方法】助成要綱、助成金額など詳細については社会福祉協議会地
　　　　　域福祉課までお問い合わせください。
【問合せ先】栗東市社会福祉協議会
　　　　 　地域福祉課　電話554－6105

　滋賀県社会福祉協議会では、民間における子育て支援活動およ
び子どもが健やかに育ち、子どもを安心して育てることのできる
環境づくりを目指して、県民や県内民間団体等が地域の中で取り
組む子育て支援活動に助成をしています。
【対　　象】県内に、事務所または活動拠点を有し、継続的な活
　　　　　 動が期待できる民間の団体
【助成対象事業】 『冒険遊び場づくり活動』『高齢者による子育て支    　
　　　　　　 援活動』の拡大を重点事業とし優先的に助成。
【助成金額】５万円～50万円
【申請方法】活動拠点がある市町社会福祉協議会へ所定の申請書 
　　　　　 を提出（受付締切  平成23年5月6日）
　＊募集要項、助成申請書等は市社会福祉協議会に設置しております。

ホームページ（http：//www．shigashakyo．jp）からもダウンロードできます。

【問合せ先】滋賀県社会福祉協議会
　　　　 　地域福祉部　電話567－3921

　７月１日より団体利用の時間区分および料金が変更となり
ます。
　くわしくは、各老人福祉センターにお問合わせ下さい。

◆お問い合わせ先
　やすらぎの家　　５５４－０６０６
　ゆうあいの家　　 ５５４－１００４
　なごやかセンター ５５４－６１０９

子ども未来基金助成金　申請受付中子ども未来基金助成金　申請受付中

平成 23 年度平成 23 年度

小地域福祉活動助成金　受付開始小地域福祉活動助成金　受付開始

平成 23 年度平成 23 年度

ボランティアグループの活動を支援しますボランティアグループの活動を支援します
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相談 相談員 日付 予約受付期間 相談時間

心配ごと相談 学識経験者
５月 10日（火）・５月 20日（金）
６月 10日（金）・６月 20日（月）
７月 11日（月）・７月 20日（水）

予約不要 ９：00～ 12：00

司法書士相談（要予約） 司法書士
５月 20日（金）
６月 20日（月）
７月 20日（水）

５月２日（月）～５月 17日（火）
６月１日（水）～６月 15日（水）
７月１日（金）～７月 14日（木）

９：00～ 12：00

税金相談（要予約） 税理士
５月 11日（水）
６月  ８日（水）
７月 13日（水）

５月２日（月）～５月９日（月）
６月１日（水）～６月６日（月）
７月１日（金）～７月８日（金）

10：00～ 12：00
10：00～ 12：00
10：00～ 12：00

法律相談（要予約） 弁護士

５月 10日（火）
６月 10日（金）
７月 11日（月）

５月２日（月）～
６月１日（水）～
７月１日（金）～

９：00～ 12：00

５月 26日（木）
６月 23日（木）
７月 28日（木）

５月２日（月）～
６月１日（水）～
７月１日（金）～

９：30～ 12：00


